
LAGUNA（汽水域研究）16，47～52頁（2009年 6月）
LAGUNA 16，p.47–52（2009）

宍道湖および中海において春季に
灯火トラップで採集された仔稚魚

横尾俊博 1・堀之内正博 1・荒西太士 1

Larvae and juvenile fishes collected by light trap sampling in Lake Shinji and 
Nakaumi Lagoon

Toshihiro Yokoo, Masahiro Horinouchi and Futoshi Aranishi

Abstract: Fishes were sampled using an overnight light trap at Ronden and Teratsu in Lake 
Shinji and Eshima in Nakaumi Lagoon from March through June 2009, with an aim to reveal 
the spatial and temporal variation of larval and juvenile fish fauna in these lakes. A total of 7416 
individuals of 6 species, 52 individuals of 6 species and 1466 individuals of 10 species were col-
lected in the respective sampling sites. In Lake Shinji, Gymnogobius taranetzi (49.6% of total 
individuals) and Salangichthys microdon (48.6%) were almost entirely dominated at Ronden, 
and Gymnogobius taranetzi (40.4%), Hypomeus nipponensis (26.9%) and Salangichthys micro-
don (21.2%) were also dominated at Teratsu. At Eshima in Nakaumi Lagoon, Chaenogobius 
spp. (67.7%), Tridentiger spp. (16.6%), Acanthogobius flavimanus (7.3%) and Gymnogobius 
breunigii (5.7%) were determined to be the dominant species. Both larvae and juveniles of 
“amphidromous species” and “estuarine species” mainly occurred in Lake Shinji, while those 

of “estuarine species” and “marine species” occurred in Nakaumi Lagoon. Results of this study 
indicate that the difference of larval and juvenile fish fauna reflect the diverse reproductive 
mechanisms of amphidromous, estuarine and marine fishes in Lake Shinji and adjacent Na-
kaumi Lagoon along the estuarine salinity gradient between these lakes.
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は　じ　め　に

一般に汽水域では，植物プランクトンや河川から
供給される豊富な有機物により大量の動物プランク
トンが発生するため，魚類に好適な餌料環境が形
成されている （國井ら，1993；猿渡ら，2006）．一
方，全生活史を汽水域で完結させる魚類は少なく，
汽水域の利用様式は，産卵場や仔稚魚の成育場，摂

餌場，通し回遊の経路など種毎に異なっている （猿
渡ら，2006）．宍道湖と中海は，斐伊川の河口部に
形成される面積 86.2 km2と 79.1km2 の国内最大規模
の汽水湖であり，両者は大橋川によって連絡し，さ
らに中海の北東部に位置する境水道により日本海に
連絡している（Fig. 1）．両湖における魚類の初期生
活史については，宍道湖では島根県水産技術セン
ターがシラウオ Salangichthys microdonやワカサギ
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Hypomesus nipponensisの卵や稚魚の分布状況を調査
しているが（中村ら，1981；川島ら，1987；藤川，
2005a，2005bなど），水産有用種である両種以外の
知見は著しく乏しい．また，中海では鳥取県栽培漁
業センターが近年精力的に仔稚魚を調査しているが
（氏ら，2007；太田・福本，2009），採集された標本
の発育段階や個体数に関する情報が開示されておら
ず，各魚種の生活史における中海の利用様式は未だ
不明である．本研究では，宍道湖と中海における魚
類の初期生活史の解明の一環として，夜間に灯火ト
ラップを用いて網羅的に仔稚魚を採集し，その種組
成や発育段階を検討した．なお，木下（1993）や小
路（1998），大美ら（2007）は，春季から夏季にかけ

て仔稚魚の種数や個体数が最大になることを報告し
ており，本調査も同時期に実施した．

材 料 と 方 法

2009年 3月から 6月までの 4カ月間に亘って，
宍道湖の論田と寺津および中海の江島において毎
月 1回灯火トラップを用いて網羅的に仔稚魚を夜
間採集した（Fig. 1）．なお，各定点の調査日は異な
っていたが，各月とも 1週間以内に全定点を調査
した．灯火トラップは Nakamura et al. （2009）に従
い National社製乾電池式水中集魚灯 BF-8951を光源
として作製したが（Fig. 2），灯火トラップによる採
集では調査場所間の水流の速度の相違が種毎の個体
数密度等の比較に際してバイアスとなる可能性が指
摘されている （Doherty, 1987）．そこで，灯火トラッ
プは水流の影響を受けにくい湖港部に日没から日の
出まで設置し，内部に蝟集した生物を採集した．得
られた試料は氷蔵して研究室に持ち帰り，魚類のみ
を選別して 5%ホルマリンで固定した．沖山（編）
（1988）や Nakabo［ed.］（2002）などに基づいて種を
同定した後，種毎に個体数を計数してマイクロメー
ターとノギスを用いて最大体長および最小体長を計
測し，Kendall et al. （1984）に基づいて発育段階を決
定した．また，得られた種の生活史型は，加納ら
（2000）に従い海水魚，汽水魚，淡水魚および両側
回遊魚の 4型に区分した．なお，シラウオとワカサ
ギはそれぞれ猿渡（1994）と Katayama et al. （2007）
に従い汽水魚とした．灯火トラップ設置時には，
HORIBA社製マルチ水質チェッカ U-52Gを用いて
水深 1m層における水温，塩分および溶存酸素量を
測定した．

結　　　　　果

環　境
水温は定点間で明瞭な相違はなく，各月の平均
水温は 3月 10.6℃，4月 17.5℃，5月 20.1℃，6月
24.3℃と上昇した（Fig. 3a）．一方，塩分は宍道湖
と中海で明瞭に異なった（Fig. 3b）．宍道湖では調
査期間を通じて 0.6–6.1の範囲にあり，各月の平均
は 3 月 1.3，4 月 2.9，5 月 3.7，6 月 5.5 であった
が，中海では 17.7–22.6の範囲にあり，3月 17.7，4
月 18.1，5月 22.0，6月 22.6であった．溶存酸素量
は定点間で明瞭な相違はなかった（Fig. 3c）．3月
には宍道湖・論田 33.1mg/L，宍道湖・寺津 23.6mg/

Fig. 1. Map showing the sampling sites (○) in Lake Shinji and 
Nakaumi Lagoon, western Japan.

Fig. 2. Diagram of light trap. Fish larvae entered the perspex 
section via 4 entrance funnels, being attracted by a 6 W twin 
fluorescent lamp worked on 4 alkaline D batteries as a light 
source.
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L，中海・江島 18.1mg/Lであり，3定点間で大きく
ばらついたが，以降の各月の平均溶存酸素量は 4月
15.7mg/L，5月 14.1mg/L，6月 7.1mg/Lと徐々に低
下する傾向が認められた．

魚　類
宍道湖・論田では 6種 7416個体が得られた．シ
ンジコハゼ Gymnogobius taranetziが 3680個体（全
採集個体数の 49.6%）で最も多く，次いでシラウ
オが 3604個体（同 48.6%）であった．出現種数は
4月と 5月に 4種で最も多く，出現個体数は 5月
に 4869個体で最も多かった．発育段階では，カ
ジカ Cottus polluxは屈曲前仔魚から稚魚，シンジ
コハゼは屈曲仔魚から稚魚，シラウオとウキゴリ
G. urotaeniaは屈曲後仔魚から稚魚であり，コイ科
複数種 Cyprinidae spp.とスズキ Lateolabrax japonicus
は屈曲後仔魚の単一の発育段階のみであった．なお，
スズキ以外の種は複数月に亘って出現していた．各

生活史型の出現種数および出現個体数は，淡水魚 1
種 33個体，両側回遊魚 2種 58個体，汽水魚 2種
7284個体，海水魚 1種 1個体であった．
宍道湖・寺津では 6種 52個体が得られた．シン

ジコハゼが 21個体（同 40.4%）で最も多く，次いで
ワカサギが 14個体（同 26.9%），シラウオが 11個体
（同 21.2%）の順で多かった．出現種数および出現
個体数はともに 4月に 5種 48個体で最も多かった
が，3月と 6月には魚類は採集されなかった．また，
出現した全ての種が単一の発育段階のみであり，ビ
リンゴ Gymnogobius breunigiiは屈曲前仔魚，シラウ
オは屈曲後仔魚，ワカサギ，ウキゴリ，シンジコハ
ゼおよびハゼ科不明種 1 Gobiidae sp. 1は稚魚であ
った．なお，ワカサギ，ウキゴリおよびシンジコハ
ゼは複数月に亘って出現していた．各生活史型の出
現種数および出現個体数は，両側回遊魚 1種 3個体，
汽水魚 4種 48個体，不明 1個体であった．
中海・江島では 10種 1466個体が得られた．アゴハ
ゼ属複数種 Chaenogobius spp.が 993個体（同 67.7%）
で最も多く，次いでチチブ属複数種 Tridentiger 
spp.が 243個体（同 16.6%），マハゼ Acanthogobius 
flavimanusが 108個体（同 7.3%），ビリンゴが 84個
体（同 5.7%）の順で多かった．出現種数は 5月に 7
種で最も多く，出現個体数は 4月に 1051個体で最も
多かった．発育段階では，ムスジガジ Ernogrammus 
hexagrammus，マハゼ，ビリンゴ，アゴハゼ属複数種
およびニクハゼ Gymnogobius heptacanthusは屈曲前
仔魚から稚魚，チチブ属複数種は屈曲前仔魚から屈
曲後仔魚であり，屈曲前仔魚のギンポ亜目不明種 1 
Blennioidei sp. 1とギンポ亜目不明種 2 Blennioidei sp. 
2および稚魚のフグ科不明種 Tetraodontidae sp.は単
一の発育段階のみであった．なお，マハゼ，アゴハ
ゼ属複数種，ビリンゴおよびハゼ科複数種 Gobiidae 
spp.は複数月に亘って出現していた．各生活史型の
出現種数および出現個体数は，汽水魚 4種 439個体，
海水魚 2種 1011個体，不明 4種 16個体であった．

考　　　　　察

本調査水域における物理環境は，水温や溶存酸素
量には宍道湖と中海の間で明瞭な相違はなく同様の
季節変化を示したが，塩分は宍道湖が中海より明瞭
に低かった．この両湖における塩分差は，海水が境
水道を通じて直接流入するが流入河川の規模が小さ
い中海と，海水は中海から大橋川を経由して流入す
るが流入河川の規模が大きい宍道湖という地勢的な
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Fig. 3. Monthly changes of water temperature (a)， salinity (b) 
and dissolved oxygen (c) from March through June 2009 at 
Ronden (△) and Teratsu (□) in Lake Shinji and Eshima (○) in 
Nakaumi Lagoon.
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Table 1. Fishes collected at the Lake Shinji and Nakaumi Lagoon, western Japan from March through June 2009.

                 Ronden (Lake Shinji)                 Teratsu (Lake Shinji)                  Eshima (Nakaumi Lagoon)

       Individuals/ size /developmental stage        Individuals/ size /developmental stage         Individuals/ size /developmental stage

Species Life cycle
category

March April May June March April May June March April May June

Cyprinidae spp. F
1

14.0
Po

72
8.2-9.5

Po

Hypomesus nipponensis E
13

16.0-20.3
J

1
16.9

J

Salangichthys microdon E
1624

15.4-21.0
Po

1740
12.7-22.7

Po

240
21.8-37.3

Po-J

11
13.6-14.7

Po

Ernogrammus hexagrammus M
18

7.2-14.1
Pr-J

Lateolabrax japonicus M
1

16.9
Po

Cottus pollux Am
26

7.1-10.1
Pr-Po

14
10.6-12.8

J

Blennioidei sp. 1 -
1

5.6
Pr

Blennioidei sp. 2 -
1

13.8
Po

Acanthogobius flavimanus E
56

5.1-6.9
Pr

44
6.6-14.7

Pr-J

8
9.1-11.9

Po

Chaenogobius spp. M
937

6.3-10.0
Pr-Po

56
5.9-13.8

Pr-J

Gymnogobius breunigii E
2
Pr

6.8-7.6

21
6.0-13.3

Pr-Po

62
5.6-17.7

Pr-J

1
11.4
Po

G. heptacanthus E
4

10.1-12.0
Po-J

G. taranetzi E
396

11.5-14.9
Po-J

3116
7.5-18.0

F-J

168
10.8-19.9

Po-J

20
13.3-18.7

J

1
13.1

J

G. urotaenia Am
6

13.4-16.3
Po-J

12
18.7-31.5

J

2
18.4-22.0

J

1
21.5

J

Tridentiger spp. E
243

2.7-6.6
Pr-Po

Gobiidae sp. 1 -
1

12.8
J

Gobiidae spp. -
7

4.4-5.3
Pr

6
4.5-12.0

Pr-Po

Tetraodontidae sp. -
1

7.3
J

Life cycle category (Am, amphidromous; E, estuarine; F, freshwater; M:marine), developmental stage (Pr: Preflexion larva, F: Flexion larva, Po: Postflexion larva, J: Juvenile).

Table 1. Fishes collected at the Lake Shinji and Nakaumi Lagoon, western Japan from March through June 2009.
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違いに拠る．また，本研究で得られた仔稚魚の種組
成も宍道湖と中海では明瞭に異なり，両湖から出現
した種はビリンゴ 1種のみであった．生活史型によ
る区分では，両側回遊魚および淡水魚は宍道湖のみ
であり，さらに海水魚は宍道湖・論田の 1個体以外
は中海のみの出現であった．これらの特徴的な種組
成は，上述した両湖の地勢的な違いが原因であると
推察される．一方，汽水魚は両湖で出現したが，宍
道湖で出現した汽水魚のうち，シラウオとワカサギ
の産卵場は宍道湖およびその流入河川河口部に形成
され（藤川，2005b），シンジコハゼの産卵場は宍道
湖沿岸域の水深 3–5m付近と考えられている（林・
佐藤，1996）．また，中海で出現した汽水魚のうち，
マハゼ，ビリンゴ，ニクハゼおよびチチブ属魚類
は何れも抱卵個体が中海で確認されている（越川，
2005）．本研究で得られた汽水魚のほとんどが屈曲
前仔魚から屈曲後仔魚（チチブ属），屈曲前仔魚か
ら稚魚（マハゼ，ビリンゴ），屈曲仔魚から稚魚（シ
ンジコハゼ），屈曲後仔魚から稚魚（シラウオ，ニ
クハゼ）などごく初期の発育段階であることから，
宍道湖と中海における汽水魚の種組成は，各種の産
卵場としての両湖の利用様式の違いを反映している
と推察された．また，両湖に共通して出現した汽水
魚がビリンゴのみであった結果は，生活史の初期に
おいて両湖ともに利用し成長している種がほとんど
いないことを示唆している．なお，宍道湖において，
論田ではシラウオ，ウキゴリおよびシンジコハゼの
複数の発育段階の個体が多数出現したが，寺津では
いずれの種も単一発育段階の個体が少数出現したに
すぎず，これらの種にとって仔稚魚の生息場として
の価値が寺津では低くなっている可能性が推察され
た．一方，近年資源量が著しく減衰しているワカサ
ギの稚魚は寺津のみで出現しているなど，両湖にお
ける水産資源の保全や増殖には，各調査水域におけ
る種毎のユニークな利用様式をより詳細に検討する
必要がある．
本研究では，灯火トラップによる夜間採集という
新たな調査手法の導入により，宍道湖と中海におけ
る仔稚魚の出現様式の一端を解明することができ
た．しかし，灯火採集の採集効率は，種毎あるいは
同種内でも発育段階毎に変化し，また透明度や月齢
などの影響も受ける可能性があるため（Gregory and 
Powles, 1985），従来の仔稚魚調査で用いられる稚魚
ネットやサーフネットによる調査手法の併用もし
て，両湖における魚類の初期生活史の解明を進めて
いく計画である．
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